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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】表示品質を向上させることができる液晶表示装
置を提供する。
【解決手段】複数の表示ブロックに区分される液晶パネ
ルと、複数の表示ブロックに対応する複数の発光ブロッ
クを含み、液晶パネルに光を供給する発光部と、複数の
発光ブロックを制御する光データ信号を供給するタイミ
ングコントローラを有し、光データ信号は、交互に配置
された複数のスキャン信号と複数の調光信号（ｄｉｍｍ
ｉｎｇ　ｓｉｇｎａｌ）とを含み、複数の調光信号の各
々は複数の発光ブロック各々に対応する輝度を調節する
。
【選択図】図６
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の表示ブロックに区分される液晶パネルと、
　前記複数の表示ブロックに対応する複数の発光ブロックを含み、前記液晶パネルに光を
供給する発光部と、
　前記複数の発光ブロックを制御する光データ信号を供給するタイミングコントローラを
有し、
　前記光データ信号は、交互に配置された複数のスキャン信号と複数の調光信号（ｄｉｍ
ｍｉｎｇ　ｓｉｇｎａｌ）とを含み、前記複数の調光信号の各々は前記複数の発光ブロッ
ク各々に対応する輝度を調節することを特徴とする液晶表示装置。
【請求項２】
　前記タイミングコントローラは、前記液晶パネルに表示される画像を制御する第１タイ
ミングコントローラと、
　前記発光ブロックの輝度を調節する第２タイミングコントローラとを含み、
　前記光データ信号は、連続的に供給される複数の選択信号に従って、前記第１タイミン
グコントローラから前記第２タイミングコントローラに供給された複数の代表画像信号各
々に対応する前記スキャン信号及び前記調光信号を選択し、前記選択された各スキャン信
号と調光信号を直列化したものであることを特徴とする請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項３】
　前記選択された各スキャン信号は、前記選択された各調光信号より先行することを特徴
とする請求項２に記載の液晶表示装置。
【請求項４】
　前記複数の選択信号は、１フレーム当たり１回発生する第１垂直同期信号を遅延させる
ことによって得られる第２垂直同期信号に対応して連続的に供給されることを特徴とする
請求項２に記載の液晶表示装置。
【請求項５】
　前記複数の調光信号のうちの少なくとも２つは互いに異なることを特徴とする請求項１
に記載の液晶表示装置。
【請求項６】
　前記複数の調光信号は、前記液晶パネルに画像が表示される１フレームのあいだ供給さ
れ、
　前記複数のスキャン信号は、前記複数の発光ブロックが順次に点灯されるように制御す
ることを特徴とする請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項７】
　前記複数の発光ブロックは、少なくとも１つ以上の前記発光ブロックを含む複数の発光
グループに区分されて、
　前記発光部は、複数の光ドライバを含み、該各光ドライバは、少なくとも１つの前記発
光グループに含まれた前記各発光ブロックを駆動させることを特徴とする請求項１に記載
の液晶表示装置。
【請求項８】
　前記複数の光ドライバは、前記各発光グループに含まれる前記各発光ブロックがスキャ
ンされる第１方向とは異なる第２方向に配置されることを特徴とする請求項７に記載の液
晶表示装置。
【請求項９】
　前記第１方向と第２方向は、直交する関係であることを特徴とする請求項８に記載の液
晶表示装置。
【請求項１０】
　前記光データ信号は、前記各光ドライバと直列通信方式で接続されることを特徴とする
請求項７に記載の液晶表示装置。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、液晶表示装置に関し、特に、表示品質を向上させることができる液晶表示装
置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　液晶表示装置は、画素電極が具備された第１表示板、共通電極が具備された第２表示板
、第１表示板と第２表示板との間に注入された誘電率異方性（ｄｉｅｌｅｃｔｒｉｃ　ａ
ｎｉｓｏｔｒｏｐｙ）を有する液晶層を備える液晶パネルを含む。
　画素電極と共通電極との間に電界が形成され、この電界の強度を調節することによって
液晶パネルを透過する光の量を制御して所望する画像を表示する。液晶表示装置は、それ
自体、発光型表示装置ではないため、複数の発光ブロックを含む。
【０００３】
　近年、表示品質を向上させるために液晶パネルに表示される画像によって発光ブロック
単位で輝度を制御する技術の開発を行うことが液晶表示装置における技術開発の１つの課
題となっている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】韓国特許出願公開第２００７－０５２５１３号明細書
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　そこで、本発明は上記従来の液晶表示装置における課題点に鑑みてなされたものであっ
て、本発明の目的は、表示品質を向上させることができる液晶表示装置を提供することに
ある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記目的を達成するためになされた本発明による液晶表示装置は、複数の表示ブロック
に区分される液晶パネルと、前記複数の表示ブロックに対応する複数の発光ブロックを含
み、前記液晶パネルに光を供給する発光部と、前記複数の発光ブロックを制御する光デー
タ信号を供給するタイミングコントローラを有し、前記光データ信号は、交互に配置され
た複数のスキャン信号と複数の調光信号（ｄｉｍｍｉｎｇ　ｓｉｇｎａｌ）とを含み、前
記複数の調光信号の各々は前記複数の発光ブロック各々に対応する輝度を調節することを
特徴とする。
【０００７】
　前記タイミングコントローラは、前記液晶パネルに表示される画像を制御する第１タイ
ミングコントローラと、前記発光ブロックの輝度を調節する第２タイミングコントローラ
とを含み、前記光データ信号は、連続的に供給される複数の選択信号に従って、前記第１
タイミングコントローラから前記第２タイミングコントローラに供給された複数の代表画
像信号各々に対応する前記スキャン信号及び前記調光信号を選択し、前記選択された各ス
キャン信号と調光信号を直列化したものであることが好ましい。
　前記選択された各スキャン信号は、前記選択された各調光信号より先行することが好ま
しい。
　前記複数の選択信号は、１フレーム当たり１回発生する第１垂直同期信号を遅延させる
ことによって得られる第２垂直同期信号に対応して連続的に供給されることが好ましい。
　前記複数の調光信号のうちの少なくとも２つは互いに異なることが好ましい。
　前記複数の調光信号は、前記液晶パネルに画像が表示される１フレームのあいだ供給さ
れ、前記複数のスキャン信号は、前記複数の発光ブロックが順次に点灯されるように制御
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することが好ましい。
【０００８】
　前記複数の発光ブロックは、少なくとも１つ以上の前記発光ブロックを含む複数の発光
グループに区分されて、前記発光部は、複数の光ドライバを含み、該各光ドライバは、少
なくとも１つの前記発光グループに含まれた前記各発光ブロックを駆動させることが好ま
しい。
　前記複数の光ドライバは、前記各発光グループに含まれる前記各発光ブロックがスキャ
ンされる第１方向とは異なる第２方向に配置されることが好ましい。
　前記第１方向と第２方向は、直交する関係であることが好ましい。
　前記光データ信号は、前記各光ドライバと直列通信方式で接続されることが好ましい。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明に係る液晶表示装置によれば、光データが交互に配置された複数のスキャン信号
及び調光信号を含むため、互いに異なるスキャン信号を伝送するために１フレームで分割
された時間の間、伝送しなければならない調光信号の長さが短縮されるという効果がある
。したがって、光ドライバで信号をさらに安定的に伝達することができるため、液晶表示
装置の表示品質が向上するという効果がある。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】本発明の一実施形態による液晶表示装置を説明するためのブロック図である。
【図２】一画素の等価回路図である。
【図３】図１に示す光ドライバの動作を説明するための概念図である。
【図４】図１に示す第１タイミングコントローラを説明するためのブロック図である。
【図５】図１に示す第１タイミングコントローラを説明するためのブロック図である。
【図６】図５に示す光データ信号出力部を説明するためのブロック図である。
【図７】図５に示す光データ信号出力部の動作を説明するための概念図である。
【図８】選択信号にそれぞれ対応するスキャン信号及び調光信号を例示する表である。
【図９】選択信号にそれぞれ対応するスキャン信号及び調光信号を例示する表である。
【図１０】本発明の一実施形態による液晶表示装置の各発光ブロックの動作を説明するた
めの概念図である。
【図１１】本発明の他の実施形態による液晶表示装置の光データ信号出力部を説明するた
めのブロック図である。
【図１２】図１１の光データ信号出力部の動作を説明するための概念図である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　次に、本発明に係る液晶表示装置を実施するための形態の具体例を図面を参照しながら
説明する。
【００１２】
　本発明の利点、特徴、およびそれらを達成する方法は、添付した図面と共に詳細に後述
される実施形態を参照すれば明確になるであろう。しかし、本発明は、以下で開示される
実施形態に限定されるものではなく、互いに異なる多様な形態で具現されることが可能で
ある。本実施形態は、単に本発明の開示が完全になるように、本発明が属する技術分野で
通常の知識を有する者に対して発明の範疇を完全に知らせるために提供されるものであり
、本発明は、請求項の範疇によってのみ定義される。
【００１３】
　一つの素子（ｅｌｅｍｅｎｔｓ）が、他の素子と「接続された（ｃｏｎｎｅｃｔｅｄ　
ｔｏ）」または「カップリングされた（ｃｏｕｐｌｅｄ　ｔｏ）」と参照されるときは、
他の素子と直接連結またはカップリングされた場合、あるいは中間に他の素子を介在させ
た場合のすべてを含む。これに対し、１つの素子が異なる素子と「直接接続された（ｄｉ
ｒｅｃｔｌｙ　ｃｏｎｎｅｃｔｅｄ　ｔｏ）」または「直接カップリングされた（ｄｉｒ
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ｅｃｔｌｙ　ｃｏｕｐｌｅｄ　ｔｏ）」と参照されるときは、間に他の素子を介在させな
いことを表わす。明細書全体にかけて、同一の参照符号は、同一の構成要素を参照する。
「および／または」は、言及されたアイテムの各々および１つ以上のすべての組合せを含
む。
【００１４】
　第１、第２などが、多様な素子、構成要素および／またはセクションを説明するために
使用される。しかしながら、これら素子、構成要素および／またはセクションは、これら
の用語によって制限されないことはもちろんである。これらの用語は単に１つの素子、構
成要素、またはセクションを他の素子、構成要素、またはセクションと区別するために使
用されるものである。したがって、以下で言及される第１素子、第１構成要素、または第
１セクションは、本発明の技術的思想内で第２素子、第２構成要素、または第２セクショ
ンであり得ることはもちろんである。
【００１５】
　本明細書で使用された用語は、実施形態を説明するためであり、本発明を制限しようと
するものではない。本明細書において単数形は、文言で特別に言及しない限り、複数形を
も含む。明細書で使用される「含む（ｃｏｍｐｒｉｓｅｓ）」および／または「含む（ｃ
ｏｍｐｒｉｓｉｎｇ）」は、言及した構成要素、段階、動作、および／または素子は、１
つ以上の他の構成要素、段階、動作、および／または素子の存在または追加を排除しない
。
【００１６】
　他に定義されなければ、本明細書で使用されるすべての用語（技術および科学的用語を
含む）は、本発明が属する技術分野で通常の知識を有する者に共通に理解され得る意味に
おいて使用されるものである。また、一般的に使用される辞典に定義されている用語は、
明確に特別に定義されていない限り理想的にまたは過度に解釈されない。
【００１７】
　以下で記載されるマトリックスの「行」および「列」はそれぞれ観察者の観点によって
「列」および「行」とすることができる。したがって、本明細書に記載された「行」は「
列」に、また「列」は「行」に代替することができる。
【００１８】
　先ず、図１～図６を参照して本発明の一実施形態による液晶表示装置を説明する。
　図１は、本発明の一実施形態による液晶表示装置を説明するためのブロック図である。
　図２は、一画素の等価回路図である。
　図３は、図１に示す光ドライバの動作を説明するための概念図である。
　図４は、図１に示す第１タイミングコントローラを説明するためのブロック図である。
　図５は、図２の第１タイミングコントローラを説明するためのブロック図である。
　図６は、図５に示す光データ信号出力部を説明するためのブロック図である。
【００１９】
　図１を参照すると、液晶表示装置１０は、液晶パネル３００、ゲートドライバ４００、
データドライバ５００、タイミングコントローラ７００、第１～第ｐ光ドライバ（８００
＿１～８００＿ｐ）及び第１～第ｐ光ドライバ（８００＿１～８００＿ｐ）それぞれに接
続された発光ブロック（ＬＢ）を含む。
　ここで、タイミングコントローラ７００は、機能的に第１タイミングコントローラ６０
０＿１と第２タイミングコントローラ６００＿２に区分することができる。
　第１タイミングコントローラ６００＿１は、液晶パネル３００に表示される画像を制御
し、第２タイミングコントローラ６００＿２は、第１～第ｐ光ドライバ（８００＿１～８
００＿ｐ）を制御する。第１タイミングコントローラ６００＿１と第２タイミングコント
ローラ６００＿２は物理的に分離することも可能である。
【００２０】
　液晶パネル３００は、複数の表示ブロック（ＤＢ１～ＤＢ（ｎ×ｍ））に区分すること
ができる。
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　例えば、複数の表示ブロック（ＤＢ１～ＤＢ（ｎ×ｍ））は、（ｎ×ｍ）行列形態で配
列されて複数の発光ブロック（ＬＢ）と対応する。各表示ブロック（ＤＢ１～ＤＢ（ｎ×
ｍ））は複数の画素を含む。液晶パネル３００は、複数のゲートライン（Ｇ１～Ｇｋ）と
複数のデータライン（Ｄ１～Ｄｊ）を含む。ここで、ｉおよびｊはすべて自然数である。
【００２１】
　図２を参照すると、１つの画素（ＰＸ）、例えば、ｆ番目（ｆ＝１～ｋ、ｋは自然数で
ある）ゲートライン（Ｇｆ）とｇ番目（ｇ＝１～ｊ、ｊは自然数である）データ線（Ｄｇ
）に接続された画素（ＰＸ）は、液晶容量（Ｃｌｃ）及びストレージキャパシタ（ｓｔｏ
ｒａｇｅ　ｃａｐａｃｉｔｏｒ）（Ｃｓｔ）を含む。液晶容量（Ｃｌｃ）は、第１表示板
１００上に形成された画素電極（ＰＥ）と、第２表示板２００上に形成された共通電極（
ＣＥ）とこれらの間に介在する液晶層１５０とを含んで構成される。
【００２２】
　第２表示板２００上の一部領域にカラーフィルタ（ＣＦ）を形成することができる。他
の実施形態として、カラーフィルタ（ＣＦ）を第１表示板１００上に形成することもでき
る。
　スイッチング素子（Ｑ）は、ｉ番目（ｉ＝１～ｎ）のゲートライン（Ｇｉ）とｊ番目（
ｊ＝１～ｍ）のデータライン（Ｄｊ）に接続して液晶容量（Ｃｌｃ）にデータ電圧を供給
することができ、他の実施形態として、ストレージキャパシタ（Ｃｓｔ）は必要に応じて
省略することができる。
【００２３】
　第１タイミングコントローラ６００＿１は、外部のグラフィック制御器（未図示）から
Ｒ、Ｇ、Ｂ画像信号（Ｒ、Ｇ、Ｂ）及びこれら画像信号の表示を制御する制御信号を受信
する。Ｒ、Ｇ、Ｂ画像信号（Ｒ、Ｇ、Ｂ）及び制御信号（Ｖｓｙｎｃ、Ｈｓｙｎｃ、Ｍｃ
ｌｋ、ＤＥ）に基づいてデータ制御信号（ＣＯＮＴ１）及びゲート制御信号（ＣＯＮＴ２
）を生成する。制御信号の例としては、垂直同期信号（Ｖｓｙｎｃ）と水平同期信号（Ｈ
ｓｙｎｃ）、メインクロック（Ｍｃｌｋ）、データイネーブル信号（ＤＥ）などがある。
【００２４】
　また、第１タイミングコントローラ６００＿１は、Ｒ、Ｇ、Ｂ画像信号（Ｒ、Ｇ、Ｂ）
の入力を受け、各表示ブロック（ＤＢ１～ＤＢ（ｎ×ｍ））に対応する代表画像信号（Ｒ
＿ＤＢ１～Ｒ＿ＤＢ（ｎ×ｍ））を出力する。すなわち、第１タイミングコントローラ６
００＿１は、Ｒ、Ｇ、Ｂ画像信号（Ｒ、Ｇ、Ｂ）の入力を受け、各表示ブロック（ＤＢ１
～ＤＢ（ｎ×ｍ））に対応する代表画像信号（Ｒ＿ＤＢ１～Ｒ＿ＤＢ（ｎ×ｍ））を決定
し、第２タイミングコントローラ６００＿２に供給する。このような第１タイミングコン
トローラ６００＿１の動作及び内部回路は図４を参照して後述する。
【００２５】
　第２タイミングコントローラ６００＿２は、代表画像信号（Ｒ＿ＤＢ１～Ｒ＿ＤＢ（ｎ
×ｍ））の供給を受け、各代表画像信号（Ｒ＿ＤＢ１～Ｒ＿ＤＢ（ｎ×ｍ））に対応する
光データ信号（ＬＤＡＴ）を第１～第ｐ光ドライバ（８００＿１～８００＿ｐ）に供給す
る。
　ここで、光データ信号（ＬＤＡＴ）は、第１～第ｐ光ドライバ（８００＿１～８００＿
ｐ）にそれぞれ供給される光データ信号（例えば、ＬＤＡＴ１～ＬＤＡＴｐ）を含むこと
ができる。また、各光ドライバに供給される光データ信号は、交互に配置された複数のス
キャン信号及び複数の調光信号を含み、複数の調光信号それぞれは、複数の発光ブロック
それぞれの輝度を調節することができる。これに対する詳細な説明は、図６を参照して後
述する。
【００２６】
　一方、図１に示すデータドライバ５００は、第１タイミングコントローラ６００＿１か
らデータ制御信号（ＣＯＮＴ１）の供給を受け、画像データ電圧をデータライン（Ｄ１～
Ｄｊ）に印加する。データ制御信号（ＣＯＮＴ１）は、Ｒ、Ｇ、Ｂに対応する画像信号及
びデータドライバ５００の動作を制御する信号を含む。データドライバ５００の動作を制
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御する信号としては、データドライバ５００の動作を開始する水平開始信号及び画像デー
タ電圧の出力を指示する出力指示信号などを含む。
【００２７】
　ゲートドライバ４００は、第１タイミングコントローラ６００＿１からゲート制御信号
（ＣＯＮＴ２）の供給を受け、ゲート信号をゲートライン（Ｇ１～Ｇｋ）に印加する。こ
こで、ゲート信号は、ゲートオン／オフ電圧発生部（未図示）から供給されたゲートオン
電圧（Ｖｏｎ）とゲートオフ電圧（Ｖｏｆｆ）の組み合わせから成る。ゲート制御信号（
ＣＯＮＴ２）は、ゲートドライバ４００の動作を制御するための信号であって、ゲートド
ライバ４００の動作を開始する垂直開始信号、ゲートオン電圧の出力時期を決定するゲー
トクロック信号及びゲートオン電圧のパルスの幅を決定する出力イネーブル信号などを含
む。
【００２８】
　ゲートドライバ４００又はデータドライバ５００は、複数の駆動集積回路チップの形態
で液晶パネル３００の上に直接装着したり、可撓性印刷回路フィルム（ｆｌｅｘｉｂｌｅ
　ｐｒｉｎｔｅｄ　ｃｉｒｃｕｉｔ　ｆｉｌｍ）（未図示）の上に装着したり、テープキ
ャリアパッケージ（ｔａｐｅ　ｃａｒｒｉｅｒ　ｐａｃｋａｇｅ）の形態で液晶パネル３
００に取り付けたりすることもできる。これとは異なり、ゲートドライバ４００又はデー
タドライバ５００は、表示信号線（Ｇ１－Ｇｋ、Ｄ１～Ｄｊ）とスイッチング素子（Ｑｐ
）などと共に液晶パネル３００に集積することもできる。
【００２９】
　複数の発光ブロック（ＬＢ１～ＬＢ（ｎ×ｍ））は、各表示ブロック（ＤＢ１～ＤＢ（
ｎ×ｍ））と対応するようにｎ×ｍ行列形態で配列する。各発光ブロック（ＬＢ１～ＬＢ
（ｎ×ｍ））は、発光素子としては、例えば、発光ダイオード（ＬＥＤ）を含むことがで
きる。このとき、光ドライバ（８００＿１～８００＿ｐ）は、光データ信号（ＬＤＡＴ）
に応答して各発光ブロック（ＬＢ１～ＬＢ（ｎ×ｍ））の輝度を制御する。
【００３０】
　図３を参照すると、光ドライバ（８００＿１～８００＿ｐ）はｐ個であり、各光ドライ
バ（８００＿１～８００＿ｐ）は発光ブロック（ＬＢ１～ＬＢ（ｎ×ｍ））と接続する。
　具体的には、複数の発光ブロック（ＬＢ１～ＬＢ（ｎ×ｍ））は、複数の発光グループ
（ＬＧ１～ＬＧｑ）中に分割されており、発光グループ（ＬＧ１～ＬＧｑ）各々は発光ブ
ロック（ＬＢ１～ＬＢ（ｎ×ｍ））の少なくとも１つを含む。
　複数の光ドライバ（８００＿１～８００＿ｐ）は、複数の発光グループ（ＬＧ１～ＬＧ
ｑ）に接続することができる。このとき、１つの光ドライバは、１つの発光グループと接
続することができ、複数の発光グループと接続することもできる。例えば、図３に示すよ
うに各発光グループ（ＬＧ１～ＬＧｑ）は、同一の列（ｃｏｌｕｍｎ）に配置された発光
ブロック単位で区分することができ、１つの光ドライバ８００＿１は二つの発光グループ
（ＬＧ１，ＬＧ２）と接続されるが、これに限定されないはもちろんである。
【００３１】
　光ドライバ（８００＿１～８００＿ｐ）は、タイミングコントローラ７００、具体的に
は第２タイミングコントローラ６００＿２から光データ（ＬＤＡＴ）の入力を受け、各発
光グループ（ＬＧ１～ＬＧｑ）に含まれた発光ブロック（ＬＢ１～ＬＢ（ｎ×ｍ））の輝
度を調節する。このとき、光ドライバ（８００＿１～８００＿ｐ）に入力される光データ
（ＬＤＡＴ）は複数のスキャン信号及び複数の調光信号が交互に配置されたものである。
　これに対する具体的な説明は、図６及び図７を参照して後述する。
【００３２】
　光ドライバ（８００＿１～８００＿ｐ）は、各光ドライバ（８００＿１～８００＿ｐ）
が制御する複数の発光ブロック（ＬＢ１～ＬＢ（ｎ×ｍ））がスキャンされる進行方向と
異なる方向、例えばスキャンされる進行方向と直交する方向に配置することができる。
【００３３】
　また他の観点から、各光ドライバ（８００＿１～８００＿ｐ）が制御する発光ブロック
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の少なくとも二つ以上は互いに異なるスキャン信号の入力を受ける。例えば、各発光ブロ
ック（ＬＢ１～ＬＢ（ｎ×ｍ））がマトリックス形態で配置される場合、各光ドライバ（
８００＿１～８００＿ｐ）が制御する発光ブロックは各行（ｒｏｗ）に少なくとも１つず
つ配置される。
　すなわち、各光ドライバ（８００＿１～８００＿ｐ）は、すべての行の少なくとも１つ
以上の発光ブロックのスキャニングに関与しているといえる。例えば、図３に示すように
複数の発光ブロック（ＬＢ１～ＬＢ（ｎ×ｍ））が行及び列方向に配置されマトリックス
形態を成し、列方向、すなわち上から下へ順次点灯される列方向のスキャニングが行われ
る場合、光ドライバ（８００＿１～８００＿ｐ）はマトリックス形態の行方向に配置する
ことができる。
【００３４】
　すなわち、光ドライバ（８００＿１～８００＿ｐ）のそれぞれが互いに異なるスキャン
信号によって制御される複数の発光ブロックと接続する場合、本発明の実施形態による液
晶表示装置によると、各光データ〔ＬＤＡＴ（ＬＤＡＴ１～ＬＤＡＴｐ）〕が交互に配置
された複数のスキャン信号及び調光信号を含むため、互いに異なるスキャン信号を伝送す
るために１フレームで分割される時間の間に伝送しなければならない調光信号の長さが短
縮されるという長所がある。したがって、各光ドライバ（８００＿１～８００＿ｐ）に信
号をさらに安定的に伝達することができ、液晶表示装置の表示品質が向上することができ
る。
【００３５】
　図４を参照すると、図１に示す第１タイミングコントローラ６００＿１は、制御信号生
成部６１０と画像信号処理部６２０と代表値決定部６３０を含む。
【００３６】
　制御信号生成部６１０は、外部制御信号（Ｖｓｙｎｃ、Ｈｓｙｎｃ、Ｍｃｌｋ、ＤＥ）
の入力を受けてデータ制御信号（ＣＯＮＴ１）及びゲート制御信号（ＣＯＮＴ２）を出力
する。
　例えば、制御信号生成部６１０は、図１に示すゲートドライバ４００の動作を開始する
垂直開始信号（ＳＴＶ）、ゲートオン電圧の出力時期を決定するゲートクロック信号（Ｃ
ＰＶ）及びゲートオン電圧のパルス幅を決定する出力イネーブル信号（ＯＥ）、図１に示
すデータドライバ５００の動作を開始する水平開始信号（ＳＴＨ）及び画像データ電圧の
出力を指示する出力指示信号（ＴＰ）を出力する。
【００３７】
　画像信号処理部６２０は、Ｒ、Ｇ、Ｂ画像信号（Ｒ、Ｇ、Ｂ）の入力を受け、画像デー
タ信号（ＩＤＡＴ）を出力する。
【００３８】
　代表値決定部６３０は、各表示ブロック（ＤＢ１～ＤＢ（ｎ×ｍ））に対応する代表画
像信号（Ｒ＿ＤＢ１～Ｒ＿ＤＢ（ｎ×ｍ））を決定する。具体的には、代表値決定部６３
０は、Ｒ、Ｇ、Ｂ画像信号（Ｒ、Ｇ、Ｂ）の入力を受けて代表画像信号（Ｒ＿ＤＢ１～Ｒ
＿ＤＢ（ｎ×ｍ））を決定する。
　ここで、各代表画像信号（Ｒ＿ＤＢ１～Ｒ＿ＤＢ（ｎ×ｍ））は、各表示ブロック（Ｄ
Ｂ１～ＤＢ（ｎ×ｍ））に供給されるＲ、Ｇ、Ｂ画像信号（Ｒ、Ｇ、Ｂ）の平均値であり
得る。したがって、各代表画像信号（Ｒ＿ＤＢ１～Ｒ＿ＤＢ（ｎ×ｍ））は、各表示ブロ
ック（ＤＢ１～ＤＢ（ｎ×ｍ））の平均輝度を意味する。あるいはまた、各代表画像信号
（Ｒ＿ＤＢ１～Ｒ＿ＤＢ（ｎ×ｍ））は各表示ブロック（ＤＢ１～ＤＢ（ｎ×ｍ））の階
調レベル（ｇｒａｙ　ｌｅｖｅｌ）を意味する。
　また、代表値決定部６３０は、図４に示すものとは異なり、画像データ信号（ＩＤＡＴ
）を利用して各表示ブロック（ＤＢ１～ＤＢ（ｎ×ｍ））の代表画像信号（Ｒ＿ＤＢ１～
Ｒ＿ＤＢ（ｎ×ｍ））を決定することもできる。
【００３９】
　図５を参照すると、図１に示す第２タイミングコントローラ６００＿２は輝度変換部６
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４０および光データ信号出力部６５０を含む。
【００４０】
　輝度変換部６４０は、先ず、複数の代表画像信号（Ｒ＿ＤＢ１～Ｒ＿ＤＢ（ｎ×ｍ））
の入力を受け、各代表画像信号（Ｒ＿ＤＢ１～Ｒ＿ＤＢ（ｎ×ｍ））に対応する各発光ブ
ロック（ＬＢ１～ＬＢ（ｎ×ｍ））の輝度（Ｒ＿ＬＢ１～Ｒ＿ＬＢ（ｎ×ｍ））を決定し
、各発光ブロック（ＬＢ１～ＬＢ（ｎ×ｍ））の輝度（Ｒ＿ＬＢ１～Ｒ＿ＬＢ（ｎ×ｍ）
）を光データ信号出力部６５０に出力する。輝度変換部６４０は、ルックアップテーブル
（未図示）を利用して各代表画像信号（Ｒ＿ＤＢ１～Ｒ＿ＤＢ（ｎ×ｍ））に対応する各
発光ブロック（ＬＢ１～ＬＢ（ｎ×ｍ））の輝度（Ｒ＿ＬＢ１～Ｒ＿ＬＢ（ｎ×ｍ））を
決定する。
【００４１】
　光データ信号出力部６５０は、各発光ブロック（ＬＢ１～ＬＢ（ｎ×ｍ））に印加され
る光データ信号（ＬＤＡＴ）を出力する。光データ信号（ＬＤＡＴ）は、各発光ブロック
（ＬＢ１～ＬＢ（ｎ×ｍ））により光が供給される各表示ブロックが表示する画像によっ
て決定される信号であり得る。
　また、光データ信号（ＬＤＡＴ）は、液晶パネル（図１の３００参照）に画像が表示さ
れる１フレーム（ｆｒａｍｅ）のあいだ各光ドライバ８００＿１～８００＿ｐに印加され
る光データ信号（ＬＤＡＴ１～ＬＤＡＴｐ）を含む。このとき、各光データ信号（ＬＤＡ
Ｔ１～ＬＤＡＴｐ）は、各光ドライバ８００＿１～８００＿ｐと接続された発光ブロック
（ＬＢ１～ＬＢ（ｎ×ｍ））の輝度に関する情報を有することができる。
【００４２】
　図６を参照すると、図５に示す光データ信号出力部６５０は、デコーダ６５３、第１選
択部６５１、第２選択部６５２、及び直列化器６５４を含む。
　デコーダ６５３は、垂直同期信号（Ｖｓｙｎｃ）の発生によってイネーブルされて次の
垂直同期信号（Ｖｓｙｎｃ）が発生する前までの時間である１フレーム（ｆｒａｍｅ）の
間、複数の選択信号（ＳＥＬ）を順次に出力して第１選択部６５１及び第２選択部６５２
に供給する。
【００４３】
　選択信号（ＳＥＬ）は、各光ドライバ（８００＿１～８００＿ｐ）が制御する複数の発
光ブロック（ＬＢ１～ＬＢ（ｎ×ｍ））の行（ｒｏｗ）数で決定することができる。さら
に具体的には、各光ドライバ（８００＿１～８００＿ｐ）が制御する発光ブロック（ＬＢ
１～ＬＢ（ｎ×ｍ））の内、同一のスキャン信号（ＳＣＡＮ）が供給されるグループの個
数によって１フレーム内の選択信号（ＳＥＬ）の発生回数を決定することができる。例え
ば、複数の発光ブロック（ＬＢ１～ＬＢ（ｎ×ｍ））が８個の行、１６個の列のマトリッ
クス形態で配置され、各列（ｃｏｌｕｍｎ）を基準として複数の発光ブロック（ＬＢ１～
ＬＢ（ｎ×ｍ））を１６個の発光グループ（ＬＧ１～ＬＧｑ）に区分することができる。
【００４４】
　このとき、各光ドライバ（８００＿１～８００＿ｐ）は、２個の発光グループ（ＬＧ１
～ＬＧｑ）に光データ信号を印加することができ、各光ドライバ（８００＿１～８００＿
ｐ）の８個の行にはそれぞれ同一のスキャン信号（ＳＣＡＮ）を供給することができる。
　したがって、この場合、選択信号（ＳＥＬ）は、１フレームを８分割して８個の選択信
号（ＳＥＬ０～ＳＥＬ７）を順次に出力することができる。しかし、選択信号（ＳＥＬ）
の出力回数はこれに限定されず、多様に変形することが可能なのはもちろんである。
【００４５】
　第１選択部６５１は、輝度変換部６４０から出力された各発光ブロック（ＬＢ１～ＬＢ
（ｎ×ｍ））の輝度（Ｒ＿ＬＢ１～Ｒ＿ＬＢ（ｎ×ｍ））に基づく複数のスキャン信号（
ＳＣＡＮ）の供給を受け、デコーダ６５３で発生した選択信号（ＳＥＬ）に応じて複数の
スキャン信号（ＳＣＡＮ）のうち１つを出力する。
　具体的には、第１選択部６５１は順次に供給される複数の選択信号（ＳＥＬ）にそれぞ
れ対応するスキャン信号（ＳＣＡＮ）を出力する。また、図６では第１選択部６５１が各
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発光ブロック（ＬＢ１～ＬＢ（ｎ×ｍ））の輝度（Ｒ＿ＬＢ１～Ｒ＿ＬＢ（ｎ×ｍ））の
入力を受けるものとしているが、各発光ブロック（ＬＢ１～ＬＢ（ｎ×ｍ））の輝度（Ｒ
＿ＬＢ１～Ｒ＿ＬＢ（ｎ×ｍ））の入力を受けず、各選択信号（ＳＥＬ）に対応するスキ
ャン信号（ＳＣＡＮ）を出力することもできる。第１選択部６５１は、例えば、マルチプ
レクサ（ｍｕｌｔｉｐｌｅｘｅｒ）であり得る。
【００４６】
　第２選択部６５２は、複数の調光信号（ＤＩＭ）の供給を受けて、デコーダ６５３で発
生した選択信号（ＳＥＬ）に応じて複数の調光信号（ＤＩＭ）の内の１つを出力する。
　具体的には、第２選択部６５２は、順次に供給される複数の選択信号（ＳＥＬ）にそれ
ぞれ対応する調光信号（ＤＩＭ）を出力する。このとき、第２選択部６５２が供給を受け
る複数の調光信号（ＤＩＭ）は、各発光ブロック（ＬＢ１～ＬＢ（ｎ×ｍ））の輝度（Ｒ
＿ＬＢ１～Ｒ＿ＬＢ（ｎ×ｍ））によって決定することができる。第２選択部６５２は、
例えばマルチプレクサ（ｍｕｌｔｉｐｌｅｘｅｒ）であり得る。
【００４７】
　直列化器６５４は、第１選択部６５１で出力されたスキャン信号（ＳＣＡＮ）及び第２
選択部６５２で出力された調光信号（ＤＩＭ）とを直列化して複数のスキャン信号（ＳＣ
ＡＮ）及び複数の調光信号（ＤＩＭ）が交互に配置された光データ信号（ＬＤＡＴ）を出
力する。
　具体的には、直列化器６５４は順次に供給される複数の選択信号（ＳＥＬ）にそれぞれ
対応するスキャン信号（ＳＣＡＮ）と調光信号（ＤＩＭ）の入力を受け、これらを順次に
直列化することができる。直列化器６５４は、例えばシフトレジスタ（ｓｈｉｆｔ　ｒｅ
ｓｉｓｔｅｒ）を含むことができる。
【００４８】
　直列化器６５４は、スキャン信号（ＳＣＡＮ）が調光信号（ＤＩＭ）より先行するよう
に配置することができる。
　これは、スキャン信号（ＳＣＡＮ）が調光信号（ＤＩＭ）より先行する光データ（ＬＤ
ＡＴ）を各光ドライバ（８００＿１～８００＿ｐ）に伝送する場合、各光ドライバ（８０
０＿１～８００＿ｐ）が伝送する信号量が減少させることができるからである。これに対
するより具体的な説明は図７～図１０を参照して後述する。
【００４９】
　光データ信号出力部６５０は、複数で構成され、各光ドライバ（８００＿１～８００＿
ｐ）に対応する光データ（ＬＤＡＴ）をそれぞれ出力することができる。
　具体的には、第２タイミングコントローラ（図１の６００＿２参照）は、第１～第ｐ光
ドライバ（８００＿１～８００＿ｐ）にそれぞれ対応する複数の光データ信号出力部を含
み、各光ドライバ（８００＿１～８００＿ｐ）が制御する複数の発光ブロック（ＬＢ１～
ＬＢ（ｎ×ｍ））に対する光データ（ＬＤＡＴ）を供給することができる。もちろん、光
データ信号出力部６５０及び光ドライバ（８００＿１～８００＿ｐ）の関係はこれに限定
されず多様な方式で変形できるのはもちろんである。
【００５０】
　以下、図７～図１０を参照して本発明の一実施形態による液晶表示装置の駆動方法を説
明する。
　図７は、図６の光データ信号出力部の動作を説明するための概念図である。
　図８及び図９は、選択信号にそれぞれ対応するスキャン信号及び調光信号を例示する表
である。
　図１０は、本発明の一実施形態による液晶表示装置の各発光ブロックの動作を説明する
ための概念図である。説明の便宜のため、液晶表示装置は、８×１６マトリックス形態で
配置された１２８個の発光ブロック（ＬＢ１～ＬＢ１２８）を含む場合を例えて説明する
。
【００５１】
　図７を参照して図６の光データ信号出力部の動作をより詳細に説明する。
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　１フレーム当たり１回発生する垂直同期信号（Ｖｓｙｎｃ）にイネーブルされて複数の
選択信号（ＳＥＬ）が順次に発生する。複数の選択信号（ＳＥＬ）は、１フレーム内で順
次に供給することができ、選択信号（ＳＥＬ）の発生回数は、各光ドライバ（８００＿１
～８００＿ｐ）が制御する発光ブロック（ＬＢ１～ＬＢ（ｎ×ｍ））の内の同一のスキャ
ン信号（ＳＣＡＮ）が供給されるグループの個数、例えば行の個数で決定することができ
、これは上述したものと実質的に同一である。
【００５２】
　図７に示すように、垂直同期信号（Ｖｓｙｎｃ）によって複数の選択信号（ＳＥＬ）が
発生し、各選択信号（ＳＥＬ）は、各選択信号（ＳＥＬ）に対応するスキャン信号（ＳＣ
ＡＮ）及び調光信号（ＤＩＭ）をそれぞれ選択することができる。選択された各スキャン
信号（ＳＣＡＮ）及び調光信号（ＤＩＭ）は直列化され、複数の選択信号（ＳＥＬ）にそ
れぞれ対応する複数のサブ光データ信号を含むことができる。
　例えば、第ｉ光ドライバ（８００＿ｉ）に出力される光データ信号（ＬＤＡＴｉ）は、
複数の選択信号（ＳＥＬ）にそれぞれ対応する複数のサブ光データ信号（ＬＤＡＴｉ＿０
～ＬＤＡＴｉ＿７）を含むことができ、この場合、例えば、サブ光データ信号（ＬＤＡＴ
ｉ＿３）は選択信号（ＳＥＬ３）によって選択されたスキャン信号（ＳＣＡＮ＿ＬＤＡＴ
ｉ＿３）及び調光信号（ＤＩＭ＿ＬＤＡＴｉ＿３）を含むことができる。すなわち、各光
データ信号（ＬＤＡＴ）は、交互に配置された複数のスキャン信号（ＳＣＡＮ）及び調光
信号（ＤＩＭ）を含むことができる。
【００５３】
　図８及び図９を参照すると、任意の光ドライバ（例えば、第１光ドライバ８００＿１）
に供給されるスキャン信号及び調光信号は、複数の選択信号（ＳＥＬ）によって決定され
る。
　説明の便宜のために、第１光ドライバ８００＿１が制御する第１、２、１７、１８、３
３、３４、４９、５０、６５、６６、８１、８２、９７、９８、１１３、１１４発光ブロ
ック（ＬＢ１、ＬＢ２、ＬＢ１７、ＬＢ１８、ＬＢ３３、ＬＢ３４、ＬＢ４９、ＬＢ５０
、ＬＢ６５、ＬＢ６６、ＬＢ８１、ＬＢ８２、ＬＢ９７、ＬＢ９８、ＬＢ１１３、ＬＢ１
１４）を例えて説明する。
【００５４】
　８×１６マトリックス形態で配置された発光ブロックで８個の行のうち３個の行を順次
にターンオンさせる３／８オンタイム（ｏｎ　ｔｉｍｅ）方式の場合、最初の選択信号（
ＳＥＬ０）によって選択されたスキャン信号は、第１、２、９７、９８、１１３、１１４
発光ブロック（ＬＢ１、ＬＢ２、ＬＢ９７、ＬＢ９８、ＬＢ１１３、ＬＢ１１４）であり
、例えば第１行、第７行及び第８行と最初の二つの列に対応する発光ブロックをターンオ
ンさせることができる。
　続いて、二番目の選択信号（ＳＥＬ１）によって選択されたスキャン信号は第１、２、
１７、１８、１１３、１１４発光ブロック（ＬＢ１、ＬＢ２、ＬＢ１７、ＬＢ１８、ＬＢ
１１３、ＬＢ１１４）、例えば第１行、第７行及び第８行と最初の二つの列に対応する発
光ブロックをターンオンさせることができる。このような方式で第１光ドライバ８００＿
１に供給される複数のスキャン信号（ＳＣＡＮ）が複数の選択信号（ＳＥＬ）によってそ
れぞれ選択される。
【００５５】
　調光信号（ＤＩＭ）においても、最初の選択信号（ＳＥＬ０）によって選択された調光
信号はそれぞれ第１、２発光ブロック（ＬＢ１、ＬＢ２）の輝度をそれぞれ調節する第１
、２調光信号（ＬＢ１　ＤＩＭ、ＬＢ２　ＤＩＭ）である。続いて、二番目の選択信号（
ＳＥＬ１）によって選択された調光信号はそれぞれ第１７、１８発光ブロック（ＬＢ１７
、ＬＢ１８）の輝度をそれぞれ調節する第１７、１８調光信号（ＬＢ１７　ＤＩＭ、ＬＢ
１８　ＤＩＭ）である。このような方式で第１光ドライバ８００＿１に供給される複数の
調光信号（ＤＩＭ）が複数の選択信号（ＳＥＬ）によってそれぞれ選択される。
【００５６】
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　複数の選択信号（ＳＥＬ）によってそれぞれ選択された複数のスキャン信号（ＳＣＡＮ
）及び調光信号（ＤＩＭ）は、上述した通り交互に配置されるように直列化される。
【００５７】
　図１０を参照して本発明の一実施形態による液晶表示装置の複数の発光ブロック（ＬＢ
１～ＬＢ（ｎ×ｍ））の動作を説明する。
【００５８】
　図１０は、時間経過による各発光ブロック（ＬＢ１～ＬＢ（ｎ×ｍ））の輝度を示すも
ので、これは上述した図８及び図９のスキャン信号及び調光信号が適用されたものであり
得る。
　すなわち、交互に配置された複数のスキャン信号及び調光信号を含む光データ信号（Ｌ
ＤＡＴ）の入力を受け、これに対応する輝度を各発光ブロック（ＬＢ１～ＬＢ（ｎ×ｍ）
）に印加することができる。図面で複数の発光ブロック（ＬＢ１～ＬＢ（ｎ×ｍ））の内
黒色が塗られた発光ブロック（例えば、Ｔ１の場合、第１７～第９６発光ブロック（ＬＢ
１７～ＬＢ９６））は、各時間のあいだターンオフされていることを意味する。したがっ
て、黒色が塗られていない発光ブロック（例えば、Ｔ１の場合、第１～第１６、第９７～
１２８発光ブロック（ＬＢ１～ＬＢ１６、ＬＢ９７～ＬＢ１２８））の輝度は各光ドライ
バ（８００＿１～８００＿ｐ）に伝送される光データ信号（ＬＤＡＴ）によって制御され
る。
【００５９】
　このとき、各光ドライバ（８００＿１～８００＿ｐ）に光データ信号（ＬＤＡＴ）を伝
送する方式は、例えば直列通信方式で接続することができる。具体的には、直列通信方式
はＩ２Ｃ（Ｉｎｔｅｒ　Ｉｎｔｅｇｒａｔｅｄ　Ｃｉｒｃｕｉｔ）又はＳＰＩ（Ｓｅｒｉ
ａｌ　Ｐｅｒｉｐｈｅｒａｌ　Ｉｎｔｅｒｆａｃｅ）方式であり得、このような方式は広
く知られた直列通信方式であるため、本明細書において詳細な説明は省略する。
【００６０】
　本発明の一実施形態による液晶表示装置によれば、一般的な多チャンネル光ドライバを
用いて各発光ブロックに対するスキャニング及び調光を同時に制御することができる。ま
た、各光ドライバを駆動させるための直列通信において相対的に低い周波数でも信号伝送
が可能であり、高速通信によって生じ得る様々な問題点を防止することができる。
【００６１】
　以下、図１１及び図１２を参照して本発明の他の実施形態による液晶表示装置およびそ
の駆動方法を説明する。
　図１１は、本発明の他の実施形態による液晶表示装置の光データ信号出力部を説明する
ためのブロック図である。
　図１２は、図１１に示す光データ信号出力部の動作を説明するための概念図である。
【００６２】
　本発明の他の実施形態による液晶表示装置及びその駆動方法は、選択信号（ＳＥＬ）が
第１垂直同期信号（Ｖｓｙｎｃ）より所定の時間（Ｔｄ）遅延された第２垂直同期信号（
Ｖｓｙｎｃ＋）によって発生する点から本発明の一実施形態による液晶表示装置と差があ
る。
【００６３】
　図１１及び図１２を参照すると、デコーダ６５３＿１は、第１垂直同期信号（Ｖｓｙｎ
ｃ）より所定の時間（Ｔｄ）遅延された第２垂直同期信号（Ｖｓｙｎｃ＋）によってイネ
ーブルされて選択信号（ＳＥＬ）を出力する。このとき、第１垂直同期信号（Ｖｓｙｎｃ
）を所定の時間（Ｔｄ）遅延する遅延部（未図示）を含むことができる。
　言い換えると、第１垂直同期信号（Ｖｓｙｎｃ）を所定の時間（Ｔｄ）遅延させた第２
垂直同期信号（Ｖｓｙｎｃ＋）が発生すると、第２垂直同期信号（Ｖｓｙｎｃ＋）によっ
て各選択信号（ＳＥＬ）が発生し、各選択信号（ＳＥＬ）は、これに対応するスキャン信
号（ＳＣＡＮ）及び調光信号（ＤＩＭ）を選択する。
　選択された各スキャン信号（ＳＣＡＮ）及び調光信号（ＤＩＭ）は交互に配置されるよ
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置及びその駆動方法と実質的に同一である。
【００６４】
　本発明の他の実施形態による液晶表示装置及びその駆動方法によると、第１垂直同期信
号より所定の時間（Ｔｄ）遅れた第２垂直同期信号を基準として選択信号を発生させるこ
とで、液晶層の液晶が電圧印加に対し完全に応答できる充分な時間（Ｔｄ）を有する時、
該当発光ブロックに光データ信号を印加することによって液晶表示装置の表示品質を向上
させることができる。
【００６５】
　尚、本発明は、上述の実施形態に限られるものではない。本発明の技術的範囲から逸脱
しない範囲内で多様に変更実施することが可能である。
【符号の説明】
【００６６】
　１０　　　液晶表示装置
　１００　　第１表示板
　１５０　　液晶層
　２００　　第２表示板
　３００　　液晶パネル
　４００　　ゲートドライバ
　５００　　データドライバ
　６００＿１　　第１タイミングコントローラ
　６００＿２　　第２タイミングコントローラ
　６１０　　制御信号生成部
　６２０　　画像信号処理部
　６３０　　代表値決定部
　６４０　　輝度変換部
　６５０　　光データ信号出力部
　６５１　　第１選択部
　６５２　　第２選択部
　６５３、６５３＿１　　デコーダ
　６５４　　直列化器
　７００　　タイミングコントローラ
　８００＿１～８００＿ｐ　　光ドライバ
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/20.633.B G02F1/133.535 F21S2/00.482 F21Y101/02 F21Y115/10

F-TERM分类号 2H193/ZA02 2H193/ZA07 2H193/ZG02 2H193/ZG14 2H193/ZG43 2H193/ZG44 2H193/ZG45 2H193
/ZG48 5C006/AA16 5C006/AA22 5C006/AF25 5C006/AF42 5C006/AF43 5C006/AF44 5C006/AF45 
5C006/AF51 5C006/AF52 5C006/AF53 5C006/AF71 5C006/AF78 5C006/BB16 5C006/BB29 5C006
/BC22 5C006/BC23 5C006/BF03 5C006/BF07 5C006/BF15 5C006/BF24 5C006/EA01 5C006/FA15 
5C006/FA16 5C006/FA54 5C080/AA10 5C080/BB06 5C080/CC03 5C080/DD03 5C080/DD08 5C080
/EE28 5C080/FF11 5C080/FF13 5C080/GG11 5C080/JJ01 5C080/JJ02 5C080/JJ03 5C080/JJ04 3K244
/AA01 3K244/BA23 3K244/CA02 3K244/DA01 3K244/GA04 3K244/HA01

优先权 1020080067716 2008-07-11 KR

外部链接 Espacenet

摘要(译)

提供一种能够提高显示质量的液晶显示装置。 解决方案：分为多个显示块的液晶面板，包括与多个显示块相对应的多个发光块的发
光部分，将光提供给液晶面板，以及控制多个发光块的光学数据。 光学数据信号包括提供信号的定时控制器，并且光学数据信号包
括交替布置的多个扫描信号和多个调光信号，并且多个调光信号中的每一个包括多个发光块。 调整每个亮度。 [选择图]图6

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/f664126f-5fe2-4707-8c30-d357e2f5eb2c
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/041504764/publication/JP2010020316A?q=JP2010020316A



